
地域連携推進会議 
 

R8 年 2月 26 日 

参加者 

入居者、入居者家族、地域関係者、福祉に知見のある方 

あゆみ福祉会：楠、蒲生野会：宮崎・大谷・奥村 

 

１、概要説明 

  別紙（構成員向け）地域連携推進会議の概要に沿って説明 

 

２、自己紹介 

   

３、蒲生野会説明（宮崎） 

  蒲生野会の歩み 

法人内各事業所の説明 

 

４、あゆみ福祉会説明（楠） 

  あゆみ福祉会の歩み 

  法人内各事業所の説明 

 

５、見学 ぽれぽれ、桜川ホーム 

   

６，意見交換会 

入居者 

・親もいてない。一人で生活するのは難しいと感じた。 

・アパートで体験をしたが一人暮らしは難しいと言われたので一般型で生活している。 

・自分は見た感じ軽度で見た目では分からないのでグループホームに入れてよかった。 

 

入居者家族 

・部屋など本人に寄り添って準備されていた。 

・利用者個人がほっこりできる環境があるから仕事が頑張れると感じた。 

・息子の同級生の母親などに出会って親亡き後の話になったりすることがある。 

・お母さんたちの中では「重度でないとホームに入れない」と思っている方が多い。 

 

 



福祉に知見のある方 

・素晴らしいと感じる。 

・しっかりして頂き、今回、見学や説明の情報提供をしてもらってよかった。 

・今回参加するまではもう少し暗いイメージを持っていた。 

・キーパーと利用者の関係性はいいような環境を感じた。 

・きれいに維持するのは難しいだろう… 

 

地域関係者 

・一つひとつの居室の広さが充実されている。 

・台所やふろ場のスペースも確保されており使いやすそう。 

・自立に向けての取り組み、選べる、近くに支援者もいる環境を整えている。 

・障害特性にあった居室を準備されており良いと感じた。 

・プロの仕事だと感じた。 

 

あゆみ福祉会より 

・ホームができる時から会議を重ねながら利用者一人一人に合った環境を提供できるよう

にすすめてきた。 

・桜川ホームはぽれぽれと逆な感じがした。桜川ホームは自分たちで自分たちの事を考え

ていると思った。 

 

蒲生野会よりまとめ 

今回の会議でホームのイメージを持ってもらえたのではないかと感じました。 

地域に皆の事を知ってもらえることで安心して生活できると感じある。また、地域で話

をしていただけたらと思います。 

 


